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九州保健福祉大学大学院 (通信制)連合社会福祉学研究科博士 (後期)課程
独居高齢女性へのインフォー マルサポート形成要因
―質的アプロー チによる考察―
岩永 耕
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1.研究の背景と目的
(1)研究の背景
独居高齢者世帯はこの30年足らずに3倍以上に増えたと
されており,彼らの7%は会話の頻度が2週間に1回以下
で将来に不安を感じる人が6割もいる。そのような中,なじ
みのある人間関係は安心感と信頼感を維持し,助け合いや
互助を高めるとされ,在宅で暮らすには多様な社会資源を
ニーズに合わせて結び付けていく必要があるとの報告もある。
先行研究を見ると,これまでに高齢者の社会関係について
量的に調べたものは多いが,それでは結果を深く解釈するこ
とが困難であり現実の社会の中で複雑に連関している「要
因」や「背景」を明らかにするには,質的研究の方が適して
いるという指摘もある.
(2)研究の目的
女性は友人関係を引き出す文脈が豊富ではないかと考え,
本研究では独居高齢者の中でも女性に着目し,彼女らとイ
ンフォー マルな他者との関係性の実態について調べ,質的
手法によって彼女らが持つ「つながり」の要因や背景,経過
を明らかにすることを目的とした。また,近隣や友人による独
居高齢者への現実的なサポートを見いだすことで,高齢者
を取り巻く孤立の悪循環を打破するため,インフォー マルな
他者のうち,「近隣」と「友人」の相違も明確にすることも目的
とし,独居高齢者の孤立防止のための取組みも提言する。
2.研究方法
(1)研究の方法と構成
序章では独居高齢者の孤立や,サポートの結びつけ,
ソー シャルサポート(以下SS)に関する先行研究について述
べ,研究の目的を示した。第1章ではSSの定義を整理した.
第2章では研究全体のリサーチクエステョンと各調査研究
の構成を示した。第3章ではSSに関する論文を抽出し,近
隣住民との相互関係や独居高齢者へのサポートに関する知
見を分析した。第4章では,専門職から独居高齢者が抱え
る課題等について調査を行った。第5章では独居高齢女性
18名のサポートの授受や頻度を調べた.第6章では,その
うちの4名の,親しい他者との関係や重要度の変容を調べ
た。終章では,それまでの知見を精査し提言にまとめた。
(2)調査対象地域
高齢化や独居高齢者在住率が全国平均割合に近いP県
Q市を対象地域とした.
3.結論と今後の課題
(1)結論
1)近隣・友人・娘からのサポート
①独居高齢女性には近隣から日常的にゆるやかな情緒
的サポートの提供があるが,健康な足腰が不可欠である.
②商店等のスペースは外出する動機づけになり,孤立防止
効果が可能で,③特に農村部では,住民同士のつながりが
密で近隣には相談できず,近隣は独居高齢者を情緒的に
支えるのに不向きである.④娘に相談する女性は娘が市内
か県内市外に住む傾向があり,⑤友人とは互いに選考 。信
頼し合い,近くに住んでいないと娘には悩みを相談せず,特
に市街地ではどんな悩みも友人に相談し,⑥独居になること
で互いの訪問機会が増え,ポジティブな効果も期待できる。
⑦サポート源の順位付けは,頻度よりも情緒的に頼っている
度合いや愛情の影響が大きい。①温泉施設はゆったり話す
のに適し,その孤立防止機能を行政は理解するネ要がある。
③近隣は日常的にゆるやかなサポートを期待できるが,互
いに道度な距離を保持すべき,⑩何気なさこそがインフォー
マルな社会資源の特徴で,①ゆるやかな情緒的サポートを
する近隣と,悩みを打ち明けられる友人の両方のつながりを,
個 に々適した形のミックスが重要 (「サポートミックス」と定義)
で,⑫特に信頼している近隣は「近くに住む友人」に変容す
る(「友人化した近隣」と定義).
2)罪と恥の意識と悪循環
①独居高齢者には,「サポートを活用することでそれまで
の自分からの逸脱するJという「恥の意識Jが働く可能性があ
る。②積極性を促すよりも恥の意識をとり除く丞要がある。③
高齢になると身体的に衰え,できない行動の増増加や行動
範囲の縮小のためさらに消極的になる場合がある.④外出
や他者との交流の減少で,さらに衰える悪循環にlF日る危険
性が増大する.⑤悪循環防止には誰でもサポートを活用し
ていることを,専門職や親族が繰り返し伝え,罪や恥の意識
を意図的に取り除くと同時に相互扶助の意識を共有するお
要がある。
(2)提言
提言として,以下の7項目を挙げた。
①行政による公共の場でのスペースを確保とスーパーや
商店への啓発。②行政による規模に適した温泉施設への補
助の支給.③社協らによる,高齢者らが集える小規模な
「場Jを住民が開設できる仕組みづくり,④市町村による自治
会・町内会への補助.⑤国によるフンコインサービスヘの補
助.⑥国土交通省による「貨客混載」対象地域限定の緩和,
⑦関係者による高齢者の「罪や恥Jといった「負」の面の理解.
(3)今後の課題
今後の課題は,SSの地域による差具や性差の比較検証,
また娘の自己効用感 。満足感や,近隣が情緒的サポートに
不向きである点等について調べ,明確化することである。量
的調査による結論の検証も重要である。
